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イ
タ
ウ
ン
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
（
以
下
、
Ｍ

Ｔ
Ｔ
）」
と
し
て
、
授
業
の
時
間
に
派
遣

し
ま
す
。
Ｍ
Ｔ
Ｔ
は
職
業
体
験
の
場
面

だ
け
で
は
な
く
、
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
て
、
自
身
の
職
業
観
や
勤
労
観

を
丁
寧
に
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き

ま
す
。
賛
同
す
る
企
業
は
、
自
動
車
工

場
、旅
行
会
社
、飲
食
店
、金
融
、警
察
、

通
信
会
社
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、専
門

学
校
等
、職
種
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

　

細
野
さ
ん
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を

次
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
Ｍ
Ｔ
Ｔ
と
関

わ
っ
た
こ
と
で
、『
こ
れ
か
ら
の
目
標

が
持
て
た
』『
将
来
の
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ

が
わ
い
た
』な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

職
場
体
験
で
は
、『
元
気
よ
く
挨
拶
す

る
』『
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
質

問
す
る
』
な
ど
、
人
と
の
関
わ
り
方
へ

の
気
付
き
や
、
親
や
教
師
と
は
違
う
第

三
者
の
大
人
か
ら
認
め
て
も
ら
え
る
経

験
を
し
ま
す
。
こ
の
経
験
は
、
人
か
ら

大
切
に
さ
れ
る
感
覚
を
得
る
機
会
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
Ｍ
Ｔ
Ｔ
自
身
も
、
自

分
の
仕
事
の
説
明
を
す
る
こ
と
か
ら
、

仕
事
に
対
す
る
考
え
方
を
見
直
し
、
振

り
返
る
機
会
に
な
る
こ
と
や
、
社
員
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
向
上
、

地
元
へ
の
社
会
貢
献
に
も
つ
な
が
る
な

ど
、
相
乗
効
果
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
」

愛
着
心
を
育
む
環
境
を
企
業
が
作
る

　

細
野
さ
ん
は
、
一
人
ひ
と
り
が
将
来

に
向
け
て
成
長
を
す
る
力
を
育
む
の

に
、
企
業
の
役
割
を
伝
え
ま
す
。

　
「
仕
事
を
見
せ
、
働
く
こ
と
を
身
近

に
感
じ
な
が
ら
、
子
ど
も
が
社
会
と
関

わ
る
環
境
づ
く
り
を
、
企
業
が
担
う
こ

と
で
、
教
育
・
産
業
分
野
、そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
得
手
を
生
か
し
な
が
ら
子
ど
も

の
育
ち
を
共
有
し
、
連
携
し
た
仕
組
み

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

子
ど
も
た
ち
の
心
の
成
長
に
は
、
身

近
な
と
こ
ろ
で
の
豊
か
な
体
験
が
不
可

欠
と
い
え
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
で

は
、
体
験
が
充
実
す
る
よ
う
に
企
業
が

子
ど
も
の
育
ち
に
関
心
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
ま
す
。

　

生
活
体
験
が
豊
か
な
ほ
ど
、
学
ぶ
姿

勢
や
道
徳
感
、人
へ
の
愛
着
心
な
ど
、将

来
社
会
の
構
成
員
と
な
る
子
ど
も
の
豊

か
な
人
間
性
が
育
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
中
で
こ
う
し
た
育
ち
に
関
心
を

持
つ
人
、
様
々
な
資
源
を
活
用
し
た
体

験
の
場
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）
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　福祉、教育、東洋医学、生活協同組合
等の分野にて仕事をしています。
　具体的には、特別養護老人ホーム３施
設にて、認知症の方々を中心に鍼灸、マ
ッサージ施術。工業大学の創造工学部に
て、福祉関連教科の授業担当。福祉クラ
ブ生協にて、福祉関連事業の助言、お手
伝いをしています。
　ボランティア活動を含めると、３０年近
く福祉の世界に身を置いています。その
月日の中で一番好きなことは、言葉にな
らない、言葉にできない方々との時間の
共有。
　アルツハイマー型認知症の方にマッサ
ージ施術をした時のこと。記憶力が低下
し、先週の施術を受けたことを忘れ、「何
をするんじゃー」と怒り出すAさん。冗
談やジェスチャーにて、場の雰囲気を和
らげながらのマッサージ。だんだんと状
況を理解され、「先生ありがとう。背中
がおいしいよ。背中がおいちいよ」。認
知症が進み、「背中が気持ち良い」という
ような表現が出来ない。記憶に残り、想
起できる言葉が「おいしいよ」。「おいち
いよ」。
一生懸命に言葉を探し、こちらに思いを
伝えようとされていた。
　伝えたいことがあるのに伝えることが
上手にでない方。知的障害の方、失語症
の方、構音障害の方、ほか大勢の方々。
「うん。そうだよね」が連なる福祉の
フィールド、息づく街が好き。そんな関
係を作る接着剤なれる、代弁者になりた
い。

206
ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク

背中がおいしいよ

ヒューマンサポート湘南　院長
神奈川工科大学　非常勤講師
福祉クラブ生活協同組合　顧問

松沢　明彦


